
成果指標などの状況と成果の分析、今後の方向性

・「救急面の活動性」を表す「周産期救急患者受入数」は、目標には至りませんでしたが、
近隣周産期医療施設との連携を今後も維持する方針です。
・「周産期医療の地域的ニーズの規模」を表す「NICU及びGCUにおける新規入院患者数」
は、若干減少しましたが、今後分娩件数の大きな増加が見込まれていないことから、周産期
救急関連の入院数を維持していくことが課題です。
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取組課題１ 医療機能の充実・強化

取組項目(3) 高度・専門医療の確保・充実

①　小児・周産期医療の確保 〔 計画 記載ページ P.26 〕

　地域周産期母子医療センターとして、出産前後の母体・胎児や新生児に対する高度で専門的な医
療を継続的かつ安定的に提供します。また、市内出生数は減少傾向ですが、ハイリスク妊娠は増加
しているため、通常分娩についても積極的に受け入れます。

＜成果指標＞ 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

＜取組内容＞
令和元年度の主な取組内容

①近隣の周産期医療機関との協力体制の強化
②周産期・小児医療サービスの向上
③周産期メンタルヘルスケアの充実

※平成28～令和元年度の目標値は目安として設定

＜自己評価＞
令和元年度の達成度

Ｅ
目標を大き
く下回った

3 3 4 5
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＜具体的な取組＞ ●は、主な取組として「市立病院中期経営計画2016－2020」に記載されているもの。

●周産期医療に携わ
　る医師の安定的な
　確保 実績値 26名 25名 24名 26名 26名 26名

＜令和元年度＞ ＜令和２年度＞

目標値 ※産科・婦人科・新生児科・小児科 26名 26名 26名 26名 26名

＜平成26年度＞ ＜平成27年度＞ ＜平成28年度＞ ＜平成29年度＞ ＜平成30年度＞

目標値 40.0% 40.5%

＜平成30年度＞ ＜令和元年度＞ ＜令和２年度＞

目標値 94.2% 94.2% 94.2% 94.2% 94.2%

＜平成26年度＞ ＜平成27年度＞ ＜平成28年度＞ ＜平成29年度＞

94.1% 87.8% 92.5% 90.4%

38.6% 30.6% 39.8% 33.0% 37.7%

41.3% 42.0% 42.7%
●新生児治療回復室
GCUの効率的な運
　用【病床利用率】

＜平成26年度＞ ＜平成27年度＞ ＜平成28年度＞ ＜平成29年度＞

実績値 94.2% 95.7%

●新生児集中治療管
　理室NICUの効率的
　な運用【病床利用率】

＜平成30年度＞ ＜令和元年度＞ ＜令和２年度＞

実績値 39.5%


